
大村市議会だより

自
衛
隊
の
ま
ち
の
市
長
と
し
て

　
　
　

安
保
法
制
へ
の
見
解
を

宮
田　

真
美　

議
員

Ｑ 

安
倍
政
権
は
、「
今
国
会
で
の
成
立

に
反
対
」
と
い
う
、
国
民
運
動
の

空
前
の
広
が
り
と
国
民
の
過
半
数
の
世

論
に
背
い
て
、
安
保
法
制
の
採
決
を
強

行
し
た
。
全
国
各
地
で
は
、
現
在
で
も

安
保
法
制
に
対
す
る
反
対
の
声
や
不
安

の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
大
村
市
で
も

そ
の
声
は
聞
か
れ
る
。
自
衛
隊
を
抱
え

る
自
治
体
の
長
と
し
て
、
安
保
法
制
に

対
す
る
見
解
を
尋
ね
る
。

Ａ 

国
に
お
い
て
は
、
平
和
で
安
全
な

社
会
を
引
き
続
き
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
、
今
後
も
安
全
保
障
に
つ
い
て
、

国
民
へ
の
十
分
な
説
明
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

私
が
議
員
と
し
て
判
断
し
て
き
た
こ
と

と
全
く
変
わ
り
は
な
く
、
安
保
法
制
に

つ
い
て
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

石
井
筆
子
を
主
人
公
に
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
ド
ラ
を

田
中　

秀
和　

議
員

Ｑ 

過
去
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
歴
史
秘
話
ヒ

ス
ト
リ
ア
と
い
う
番
組
に
お
い
て

「
石
井
筆
子 

知
的
障
害
児
教
育
の
道
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
放
送
さ
れ
た
実
績
が
あ

る
た
め
、
朝
ド
ラ
の
実
現
に
挑
戦
し
て

み
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
障
害
児
教
育
・

福
祉
の
母
を
輩
出
し
た
大
村
市
の
「
障

害
福
祉
課
」
の
名
称
を
「
障
が
い
福
祉
課
」

に
変
更
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

「
石
井
筆
子
」
に
つ
い
て
は
、
知

的
障
害
者
の
自
立
や
教
育
等
に
貢

献
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
ま
た
、
父
で
あ

る
大
村
藩
士
渡
辺
清
に
も
触
れ
ら
れ
る

た
め
、
幕
末
の
大
村
市
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
た
め
、「
石
井
筆
子
」
を

題
材
と
し
た
朝
ド
ラ
の
実
現
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
っ

て
お
り
、
早
速
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
、「
障
害
福
祉
課
」
の
名
称
に
つ
い

て
は
、「
障
が
い
福
祉
課
」
に
変
更
す
る
。
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◆ 他 の 議 会 か ら の 行 政 視 察 受 入 れ 一 覧 ◆

　大村市議会では、本市の特色ある事業や取組みについて、全国各地の議会からの行政視察の受入れを行っています。11 月
から１月までの受入れ状況は、下記のとおりです。（平成 28 年 1 月 31 日現在）

＊人数は、議員、理事者、議会事務局随行も含む

月　日 市議会名 委員会・会派名 人数 内　　　容

11 月 5 日 兵庫県洲本市議会 総務常任委員会 ７名 歴史を活かした観光振興計画について
第５次大村市行政改革大綱について

11 月 6 日 兵庫県高砂市議会 建設環境経済常任
委員会 ９名 中心市街地活性化基本計画について

11 月 9 日 愛知県刈谷市議会 自民クラブ ４名 中小企業振興基本条例について

11 月 12 日 大阪府茨木市議会 公明党 ２名 まちかど市民ギャラリーについて

11 月 13 日 兵庫県赤穂市議会 政翔会 ３名 子ども・子育て支援事業について
議会運営全般について

11 月 18 日 栃木県佐野市議会 政友みらい ７名 下水処理の循環利用について

11 月 25 日 岡山県津山市議会 緑風会 １名 農業の６次産業化・農産物のブランド化への取組みについて

1 月 15 日 栃木県矢板市議会 議員グループ ９名 市民交流プラザ「プラザおおむら」の取組みについて

1 月 20 日 兵庫県朝来市議会 仁志会 ６名 農業基本条例と農業基本計画について


